
令和3年度の定期総会は、新型コロナウィルスの感染状況を鑑みて、開催を中止することにいたしました。 
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会長挨拶 

会長 太田荘一（昭和52年卒） 

 盛夏の候、公認会計士法友

会の会員の皆様におかれま

しては、益々ご活躍のことと

存じます。 

 この2年半の間、コロナ禍で

思うような活動ができない情

況にもかかわらず、全国の会

員の皆様から、本年度も会

費・寄付金のご芳志を賜りま

して、誠にありがとうございま

す。会員諸氏の多大なるご支

援に本当に感謝に堪えませ

ん。 

 おかげ様をもちまして、法政

大学の内外における公認会計士法友会のプレゼンスを何と

か維持できているのも、会員の皆様方のご賛同とご協力の

賜物であると、役員一同を代表いたしまして、深く感謝申し

上げます。 

 法友会の目的である『会員の相互交流・親睦を深めるとと

もに、母校の発展と後進の育成に貢献する』に基づき、新し

い若い世代の会員への橋渡し役になるべく、河西事務局長

はじめとする役員の方々の精力的な対応とご尽力を受けな

がら、なんとか会長を務めさせていただいております。 

 現体制で8年目に入りますが、引き続き、会員の皆様から

のご指導ご鞭撻のほど、なにとぞお願い申し上げます。 

 昨年度より引き続き、この2年半の間は、新型コロナ感染

防止対応のため、会合等の開催は自粛せざるをえない状況

にあり、法友会の目的である「会員の相互親睦」という点で

は、対面での交流の機会がありませんでしたが、そんな中

でも、役員会はWebオンライン会議を利用しての役員間で画

面を通じて、ネット上でのコミュニケーションを深めさせてい

ただいております。 

 昨今のコロナ禍の情況も踏まえまして、後で述べるように

対面でのコミュニケーション、会員の皆様との交流の機会を

企画検討しているところであります。会員諸氏におかれまし

ては、今後ともご理解ご協力のほど、よろしくお願い申し上

げます。 

 

 今回も、この半年間の法友会活動についてのご報告を中

心に、今後の方針や近況を紹介させていただきたいと思い

ます。 

 

【令和2年度公認会計士試験の合格状況について】 

 令和4年1月に令和3年度の公認会計士試験の最終合格

者の詳細が確定し、今回の法政大学からの合格者は、25名

（現役学生13名、卒業生12名）と、全国大学ランキングは、

非常に残念ながら、第14位ということで、前年度までのトップ

10から後退してしまいました。しかしながら、毎年確実に相

当数の合格者を輩出しているのは、指導にあたられた先生

方や高度会計人育成センターの関係者のご尽力と合格者

の皆さんの努力の賜物かと思います。今後益々の合格者

の増加を期待して、来年度以降は再びトップ10入りを目指し

ていただきたいと思います。 

 前号の会報でお知らせのとおり、前年度の合格者を交え

た合格祝賀会は、当初1月に開催を予定しておりましたが、

オミクロン株感染の急速な拡大の状況に鑑みて、開催を延

期させていただき、合格者に対しては、校友会及び後援会

からのお祝いに併せて当会からのお祝い品を送らせていた

だきました。 

 

 今年度の会員定期総会について対面による開催を企画検

討し、併せて、この2年間の合格者を弊会への新入会員歓

迎の意味を込めてお祝いさせていただくことを鋭意検討して

おりましたが、誠に残念ながら、コロナ感染の急拡大の情況

に鑑みて、今年度の対面開催は見送りとさせていただきま

した。 

 合格者の皆さんには、来年1月の合格祝賀会には、是非と

も新会員として出席され、多くの先輩、同輩、後輩との交流

懇親をはかられることを期待いたします。 

 

【母校の発展のための校友会への積極的参画について】 

 一般社団法人『法政大学校友会』は、法政大学の発展に

寄与することを目的に、「法政のネットワーク創り」と「全ての

世代が集い繋がる」、校友が一体となった活力ある組織を

形成し、母校・卒業生・社会への貢献を目指して活動してお

ります。 

 公認会計士法友会は、終身登録正会員数126名（2022年3

令和３年度公認会計士試験 出身大学別合格者数(トップ１０) 

1位（1） 慶応義塾大学 178 (169) 6位（ 5） 立命館大学 49 (52) 
2位（2） 早稲田大学 126 (98) 7位（ 8） 京都大学 41 (43) 
3位（4） 明治大学 72 (60) 8位（ 7） 神戸大学 38 (47) 
4位（3） 中央大学 65 (74) 9位（15） 大阪大学 36 (22) 
5位（6） 東京大学  58 (49) 10位（11） 一橋大学 35 (29) 
    14位（ 9） 法政大学 25 (42) 
 
（ ）は前年度順位及び人数 
他大学の人数は日本公認会計士協会提供データを基に当会にて調査 
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月末現在）で、校友会に代表議員３名を送り出す有力な

パートナー組織となっております。（校友会の活動報告の詳

細については、後掲の飯塚会員からの記事「校友会だより」

をご参照ください。） 

 今回、2013年度以降卒業の若手会員（校友会の各年度卒

業生同期会会員）におかれましては、パートナー組織（公認

会計士法友会へ）の所属変更手続きにご協力をいただきま

した。厚く感謝申し上げます。 

 （なお、引き続き、毎年該当する年度卒業の若手会員諸氏

にはおかれましては、速やかに下記の法友会HPにアクセス

して、公認会計士法友会への所属変更手続きをお願いいた

します。https://www.hoseinet.or.jp/nendo_doukikai/） 

 校友会の三大行事の一つである「全国卒業生の集い」栃

木大会は、コロナ禍で2年続けて中止（翌年度に再々延期）

となりましたが、今年度は、既に開催日程（２０２２年１1月5

日(土)大会式典）が決定しておりますので、会員の皆様には

是非とも奮ってご参加いただければと思います。 

 法政大学校友会主催の「オール法政新年を祝う会」は、本 

年も1月にオンラインで開催されました。当会からも会員有

志が多数オンライン参加し、公認会計士法友会としても協

賛を行いました。（開催の様子は、法政大学校友会のホー

ムページをご覧ください。）賛同いただきました会員諸氏に

はご協力ありがとうございました。 

 なお、当会からの校友会終身会員登録の拡充促進につい

ては、本年度においても引き続き、若手会員の年度同期会

からパートナー組織（当会）への所属変更の働きかけを中

心に積極的に推進したいと考えております。会員各位にお

かれましてはご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

【学校法人法政大学の近況報告】 

 さて、今年の法政大学の学位授与式と入学式は、十分な

感染防止対策をしたうえで、3月と4月にそれぞれ日本武道

館に於いて挙行されました。恒例の応援団・チアリーダーに

よる演舞は全員がマスクをしての熱演でした。締めの校歌も

斉唱ではなく、吹奏楽部や応援団ブラスバンドの演奏を全

員が心の中で謳い、エールも応援団リーダーによる「そ

ら－」で全員が右手を大きく上に挙げ、心の中で、「フレー！

フレー！法政、がんばれー！がんばれー！卒業生と新入

生」と。 

 廣瀬総長から、これまでの歴史を鑑みても、紛争や疫病

は必ず終息する時期が来ることからその後にどう対応する

かを考えて今を行動することが大切であるという趣旨の挨

拶がありましたが、我々法友会の活動も、これまでの制約さ

れた中での活動を踏まえて、今後如何にしていくかを考えて

いく必要があります。 

 ウイズ・アフターコロナで会計士業界も対応が難しい状況

にありますが、この逆境を好機にして、法政大学からさらに

多くの公認会計士を輩出し、将来のある若い皆さんが活き

活きとして集い結べる業界・魅力ある士業となるよう、法友

会としてもまだまだやることはたくさんあります。 

 フレー！フレー！法政、がんばれー！がんばれー！卒業

生と新入生  

 

以上 
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 コロナ禍が始まり、早2年が経過しまし

た。この間、大学では授業のあり方や

学生の学びのスタイルが一変しました。

私が担当する財務会計論もオンライン

形式になり、約350名の学生に授業動

画をオンデマンド配信しています。実の

ところ、簿記・会計のようなノウハウを覚

えることが多い科目は、学生が好きな

時に自分のペースで繰り返し視聴でき

るオンデマンド型授業に多くの学習上の利点があります。し

かし、その最大の欠点は、学生間のつながりが築けないこ

と、つまり学生間で友達を作れないことです。 

 そこで、私の授業では、授業動画に対する感想や質問を

全受講生間で常時共有し、その内容に対してさらに学生が

コメントしたり回答したりする仕組みを作っています。言い換

えれば、それは会計学の授業をテーマにして学生がつなが

り合えるオンライン上のプラットフォームを構築することであ

り、そこに各学生がもつ多様な情報や意見が集積して結び

つくことで、授業に新たな価値が生まれています。 

 そして、学生間のつながりをさらに促す方法はないかと考

えていた矢先、法友会前会長の和食克雄先生から１通の

メールが届きました。そこには、新居への引越を機に蔵書を

大学に寄贈されたいと書かれてありました。そこで内容を拝

見するために、段ボール12箱分の蔵書をお送りいただきま

した。会計・監査に関する学術的な和書・洋書から、監査を

担当された会社や業界に関する書籍、さらにはご自身が関

わられた会計・監査制度の立案に用いられた書籍や資料等

まで多岐にわたり、改めて和食先生の活動領域の広さと深

さをうかがい知れるものでした。 

 その蔵書の整理中に、一見してよく読み込まれたことがう

かがえる1冊の本が目にとまりました。それは1960年に出版

された黒澤清著『會計學の基礎』であり、和食先生が大学

時代に実際に使われていた教科書です。本を開いて驚きま

した。そこには、当時の和食先生によって書かれた大量の

「書き込み」が余白の随所に残されていたのです。私は整理

作業の手を止めて、時間を忘れて書き込みの1つ1つを読み

ふけりました。教科書の内容を超えた和食先生の思考の跡

が垣間見られ、それはまた、60年前の時空にタイムスリップ

したかのような不思議な感覚でもありました。 

 読了後、私はこの書き込み自体が、極めて貴重でユニー

クな教育資産だと考えました。早速、現役学生に書き込み

の一部を写真に撮って配信したところ、デジタルの教材に慣

れ親しんだ多くの学生にとって新鮮であったようであり、数

多くの好意的な反響がありました。なかには、「こうした伝統

がある大学で会計学が学べることを誇りに思う」という声も

あり、学生の学習意欲の向上にもつながる手応えを感じま

した。 

 今、私の授業では、和食先生の書き込みを読むだけでは

終わらせずに、学生自身も書き込みを「実践する」ように指

導しています。使用している教科書は、今年1月に公認会計

士法友会会報（第31号）で太田荘一会長から書評をいただ

いた拙著『起業ストーリーで学ぶ会計』であり、これに学生

が授業内外で調べたり考察したりしたことをできるだけ詳し

く書き込み、さらにそれを全受講生で共有するようにしてい

ます。各学生は定期的にスマートフォンで自分の教科書を

撮影し、その画像をオンライン上に投稿し、全員が互いの書

き込みの内容から学び合うという仕組みです。これもコロナ

禍になり、オンラインですべての学生がつながったからこそ

可能になった新しい授業の試みです。 

 和食先生が大学生として在籍された1960年代は、日本の

高度経済成長期の最中でした。当時、本学で会計を学ばれ

た先輩方は、高度会計人として日本の経済発展に貢献され

ようと高い志で勉学に励んでおられたに違いありません。そ

れから60年余りが経過した今、現役学生たちは、書き込み

の文字が発する当時の先輩の息遣いまでをも感じ取りなが

ら、思い思いに多くの知見を書き込みから学んでいます。そ

れは60年という時間を超えた先輩と現役生との交流です。 

先輩が書き残した書き込みを通じて、法政会計学の伝統は

今に継承され、そしてこれからのさらなる発展へとつながっ

ていきます。法友会の皆様、ご自身が学生時代に使われた

教科書をお持ちで、もし書き込みがありましたら、ぜひ写真

に撮ってお送りください。貴重な教育資産として有効に活用

させていただければ幸いです。お送り先は、

kawashima@hosei.ac.jp（川島健司）です。 

 

———————————————————————————————————— 

川島 健司（かわしま けんじ）  

1977年生まれ。法政大学大学院 経営学研究科（ビジネスス

クール）／法政大学経営学部 教授。法政大学第二高等学

校卒、法政大学経営学部卒、一橋大学大学院商学研究科

卒（博士, 2005年）、2015年-2017年, University of California, 

Berkeley客員研究員。専門は会計学、財務諸表分析、イン

ベスターズ・リレーションズ。法政大学「学生が選ぶベスト

ティーチャー賞」2年連続受賞（2020年度・2021年度）。     

  

「書き込み」が紡ぐ法政会計学の伝統と継承 − 60年の時代を超えた卒業生と現役生の交流  

法政大学経営学部教授 川島健司（平成12年卒）   
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和食克雄先生の書き込み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（黒澤清『會計學の基礎』千倉書房, 1960年、pp.22-23） 

左下の余白の書き込み：「一切の企業活動の費用・支出、収益・収入という面から一元的に把握して、その収益・収入の合計と費用・

支出の合計の比較から見た収益超過分を利益として算定する」。1960年代当時の実務であったいわゆる収益費用アプローチの利益

観の要点が、万年筆による濃紺の文字で書き込まれている。 

右上の余白の書き込み：いまとなっては実務で頻出する用語「Going Concern」の英文字が書き込まれている。当時は時代の最先端

の言葉であったに違いない。日本でいわゆるゴーイング・コンサーン監査が始まったのは、この書き込みから40年余りが経過した

2003年3月期決算からである。 

 

 

現在の現役学生の書き込み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現役学生による書き込みの実践例：学生は学友の書き込みの内容のほか、色の使い方や付箋の使い方など、各自の書き込みのこ

だわりも共有しながら、学習を進めている。授業では受講生が気に入った書き込みを投票で選ぶ「書き込みコンテスト」を余興で実施

し、書き込みの動機付けにつなげている。 
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令和３年度公認会計士試験合格者の近況 

合格者の近況を報告していただくコーナーです。 

●井原桃香 （令和4年卒） 

▽はじめに 

 法友会の皆様、平素よりお世話になっております。2022年3月に法政

大学経営学部を卒業いたしました、井原桃香と申します。現在は有限

責任あずさ監査法人・金融統

括事業部にて日々研鑽を積ん

でおります。就職活動や研修、

繁忙期等様々な新しいことを

経験し、合格発表のあった11

月がまるで遠い昔のことのよう

に感じています。 

（←予備校の合格祝賀会） 

 

 

 

 

 

▽受験について 

 私が公認会計士を志したのは大学1年生の夏頃でした。大学生活は

楽しかったけれど、一瞬で過ぎ去っていく日々に「自分は何の成長もで

きないまま大学を卒業することになるのではないか」と漠然とした不安

を感じたことがきっかけでした。夏休み中に予備校との契約を済ます

と、その後すぐに大学と予備校の両立という二重生活が始まりました。

法政大学の学友は大学生生活を全力で満喫している者が多く、勉強

の成果も出せないまま、大学生としても満足に思い出を作れていない

自分自身に日々嫌悪感を抱いていたことを今でも鮮明に覚えていま

す。私が会計士試験に最終合格したのは大学4年生の8月だったた

め、丸3年は公認会計士試験合格に向けて勉強をしていたことになり

ますが、辛い日々を耐えることができたのは、両親や友人たちの支え

があったからこそです。何年経ったとしても感謝の気持ちは忘れず、周

りの人々に誠実な人間でありたいと思っています。 

 受験勉強は基本的に予備校で行っていましたが、法政大学市ヶ谷

キャンパス7階の自習室も私のお気に入りでした。1階等低層階の自習

室と比べて比較的空いていることが多く、静かな環境でとても集中しや

すかったことを覚えています。大学の自習室利用率ランキングがもし

存在したなら割と上位に自分が載っている気がする位、大学の施設に

もお世話になりました。勉強をすることができる場所を提供してくださっ

たことにとても感謝しています。 

 

▽監査法人での勤務 

 コロナ禍でリモートワークが推奨されていることもあり、同期と仲良く

なれるか、先輩と打ち解けられるか、職場に慣れることができるか等不

安は尽きませんでしたが、入社してみて杞憂だったと感じました。特に

私の所属しているチームは比較的出社を推していることもあり、ランチ

や業務後の飲み会を通してそれなりに良い関係を築けているのではな

いかなと思えています。先輩方は優秀な方々ばかりで最初は萎縮して

しまいましたが、実際に話してみると気さくで優しい方が多いので、繁

忙期にも負けずに今日まで無事生き残ることができています。忙しい

時でも分からないところがあれば丁寧に教えてくださる方が多く、自分

に後輩が出来たときに先輩方のようにきちんと指導ができるのか今か

ら少し不安です。あと半年強の間に監査人としても人間としても成長で

きるように努力を重ねていきたいと考えています。 

 9月からリクルートが始まりますが、事業部のリクルーターとしてプロ

ジェクトに関与できることになったので、少しでも多くの受験生の皆様

にあずさ監査法人の魅力を伝えられるように、日々法人の良い点を

キャッチアップしています。現在の個人的魅力ポイントとしては職員の

方々のお人柄が一番ですが、次点は飲み会に寛容な所だと感じてい

ます。補習所の後に同期で打ち上げをするなど、人と関わることが好

きな人が多いような気がしています。 

 

▽今後の目標 

 3年間会計の勉強をしていたので電卓を叩くのは速くなりましたが、

パソコンに触れる機会があまりなかったのでキーボードを叩くのは遅い

です。そのため、華麗なブラインドタッチを習得することが急務だと考え

ています。また、英語の勉強もきちんと時間を確保して行いたいと考え

ています。勉強しなければ

いけないとは分かってはい

ますが、今までは繁忙期で

満足に時間が取れません

でした。そのため、そろそろ

趣味であるカフェ巡りを再

開し、おいしいコーヒー片

手に心ゆくまで勉強したい

と考えています。 

（←友人とお茶会） 

 

 

▽おわりに 

 法友会の会報に寄稿するという貴重な経験をさせていただきありが

とうございました。最近は新しい環境での生活や繁忙期に追われ、受

験生時代をあまり思い出す機会がありませんでした。そのような中この

ような機会を頂いたことで、誠実で日々の努力を忘れない会計士にな

りたいという志を抱いていた自分を思い出し、今の自分は少し努力が

足りていないのではないかと改めて考えることができました。 

 初心を忘れず、今まで支えてくださった人々に誇れる自分で在れるよ

うに研鑽を積んでまいりますので、ご指導のほどよろしくお願いいたし

ます。 



Page 7 

●遠藤大輔 （平成27年卒） 

1. ご挨拶 

 法友会の皆様初めまして。令和3年度の公認会計士試験に合格し、

新たに法友会の一員となりました遠藤大輔と申します。 

 公認会計士試験合格後、身に余る素晴らしい記念品をお送りいただ

きました。本当にありがとうございます。頂戴したボールペンは、英語

の勉強で毎日使用させていただいております。 

 私は平成22年に経済学部国際経済学科に入学しました。合格時、

市ヶ谷キャンパスへ通学するものだと思い込んでおり、田舎者だった

私はとってもワクワクしておりました。しかしその後、多摩キャンパスだ

ということを知り愕然としたことを思い出します。 

 入学後、学業そっちのけでギターに夢中になりました。速弾き、ス

ウィープ、タッピング等、ギ

ター技術の向上が私の大

学生活の全てでした。その

結果、卒業には５年間か

かってしまいました。今でも

ギターは大好きで暇があ

れば弾いています。 

  

2. 経歴 

 私は1991年生まれで現在30歳です。法政大学を卒業後、地元の新

潟県で県職員として5年間勤務しました。5年間の勤務で、狩猟の取締

りや生活保護のケースワーカー等、様々な業務を担当させていただき

ました。特に思い出に残っている仕事は生活保護の仕事です。公務員

になったからには一度は経験したいと思っていたお仕事でしたが、普

段の生活では絶対に関わることができないであろう価値観とたくさん触

れることができ、大変勉強になりました。そして、自分の考える常識は

ごく少数の間でのみ通用するものであり、人それぞれに常識は存在す

るものだと認識しました。 

  

3. 公認会計士を目指したきっかけ 

 私が公認会計士を目指した動機は大きく分けて２点あります。 

 １点目は、企業について純粋に興味を持ったためです。役所に勤務

していたため、よく「お役所仕事」とお叱りを受けることがあり、その対

比で民間企業に興味を持ちました。企業とはどういった組織なのか、ど

ういった目的を持ちどのような活動を行なっているのか、と疑問に思い

ました。 

 また、働き方の多様化が進んでいる現代において、どのような働き方

が存在するのか、についても知りたいと思ったためです。 

 公認会計士となり、監査を通じて企業を見ることでこれらの疑問を解

決できると考えました。 

 ２点目は、与えられた仕事をこなすだけではなく、専門性・スキルを身

につけ、自ら仕事を選んで働きたいと考えたためです。 

 このような考えに至ったのは、私が仕事を仕事だときっぱりと割り切

れない性格だからです。仕事と遊び関係なく、常に楽しいことに時間を

使いたいと強く願っています。そのため、人生で多くの時間を費やす仕

事を選択するにあたり、自らの価値観に合うものを選べるようになるこ

とは私にとって物凄く大事なことだと考えています。 

 会計知識はあらゆる企業で必要な知識であるため、監査以外にも多

様なキャリア選択が可能です。例えば、経理やFAS、税務などが代表

的なものだと思います。多様なキャリアの中から自ら選択し、その知見

を高めることができます。そして、それらの専門的知見を活かし、ゆく

ゆくは自らがやりたい仕事を選択し、それを糧に生きていくことができ

るのではないか、という希望を抱きました。 

 そんな希望を胸に私は公務員を退職しました。その後約1年半、試験

勉強に専念し会計士試験に合格することができました。 

 

4. 仕事 

 現在、有限責任監査法人トーマツの東京事務所にて勤務していま

す。偶然にも、昨年7月（第30号）合格者の近況で紹介された、丹沢祐

介さんと同じ部に配属され、監査業務とアドバイザリー業務に従事して

おります。 

 監査業務においては、作業中にふと「自分は何のためにこの調書を

作っているんだ」と感じることがしばしばあります。勿論、経験不足が原

因の面もありますが、作業に没頭する前に目的を考えるくせをつけな

ければ、と感じています。 

 アドバイザリー業務においては、どのようなサービスがどのような

人々に必要とされるのか、ということを日々勉強させていただいており

ます。アドバイザリーと聞くと、なんだか聞こえがいいなと思っていたの

ですが、意外と泥臭く手を動かすような仕事もあります。こんな仕事が

あるんだな、と驚きの毎日です。 

 

5. 最後に 

 私が本当にやりたい仕事が何なのかはまだわかっておりませんが、

とにかく興味を持ったことは片っ端から全力で取り組みたいと思ってい

る所存です。それを続けていればいつか自分の目指していたものが見

つかると信じています。 

 最後になりますが、法友会の一員としてどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 皆様にお会いできることを楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故郷のお気に入りの風景（新潟県新発田市） 
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 2020年4月から法政大学大学院 経営学研究科 会計・ファ

イナンス専攻の上期講義として開催された大学院授業

「ワークショップ」が再開しました。前回同様に最初は教授陣

によるガイダンスでスタートし、全10回のうち当会として大半

の7回を担当し、当会員が実務家講師（ゲストスピーカー）を

務めました。講義内容は表の通りです。 

 授業は、夜6時半から始まり、講義を先ず1時間程度行い

ました。10分の休憩を挟んで質疑応答やディスカッションを

講師が大学院生と1時間以上ロングランで行い、夜9時半頃

に終了する本格的なワークショップを毎回繰り広げることが

できました。 

 コロナも比較的落ち着いてきた状況であったため、すべて

ZOOMを活用したremote授業ではなく、状況によって対面で

開催する回もありました。 

 受講大学院生は社会人および社会人経験者の方が大半

であり、実務に従事しながらの就学のため、授業に対する

真剣度があり、質疑や主張において自分自身の仕事経験

を踏まえての発言が多く発せられ、講師も専門家としての経

験スキルを活かし真剣勝負で臨み、ディスカッションは大変

盛り上がりました。また今回は大学院生だけでなく、川島教

授と福田教授の経営学部生や他の教授陣も希望により参

加し、多彩な参加者となり質疑応答も多用となました。 

 4月から6月で全カリキュラムを実施しました。今回も好評

を得て、当会としても法政大学に大きく貢献することができ

たのではないかと思われます。  

大学院ワークショップ再開 

副会長 三浦 太 （昭和60年卒）   

4月28日 
［対面］  

伊藤章子会員（伊藤章子公認会計士事務所、公認会計士・公認不正検査士）  
「企業不祥事とコーポレートガバナンス、 三様監査の各役割と連携」  

5月12日 
［remote］  

河西正之会員（あずさ監査法人、パートナー、公認会計士）  
「企業のDX対応～システムの再構築、セキュリティ」  

5月19日 
［remote］  

三浦太会員（EY新日本有限責任監査法人、シニアパートナー、公認会計士）  
「スタートアップ、ベンチャーの成長戦略、IPO」  

6月2日 
［remote］  

君和田和子会員（ソフトバンクグループ株式会社、常務執行役員経理統括、公認会計士）  
「群戦略で成長を続けるグループの決算開示の実務」 

6月9日 
［remote］  

森口輝来会員（フロンティア・マネジメント株式会社、公認会計士）  
「企業のライフサイクルと企業価値評価」  

6月23日 
［remote］  

赤岩茂会員（税理士法人報徳事務所、代表社員・理事長、公認会計士、千葉商科大学大学院商学研究科特命教授）  
「中計、事業計画、予算管理の作成手法、策定ポイント」  

6月30日 
［対面］  

松原恭司郎会員（キュー・エム・コンサルティング、取締役社長、SBI大学院大学客員教授、公認会計士）  
「サステナビリティ関連情報開示と統合報告書のレビュー」  
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法政大学校友会の監事となって２年目の総会を終えました。 

コロナ下、令和３年度も三大イベントはすべ中止となりましたが、すべての世代・地域がつながるオール法政のネットワークの構

築を目指し、デジタル基盤の整備に力を注いだ取組みは、他大学の注目を集めています。 

校友会アプリを登録すれば、母校・法政大学に関連する情報の多くをスマホで簡単に知ることができます。  

若干の紹介をするとすれば、法政大学出身の方が経営する飲食店を紹介する「オレンジＭＡＰ」の店舗数と応援利用する同窓

生の増加、また、優待サービス「クラブオフ」の利用が増加しているとのことで、校友会ホームページへのアクセス件数は飛躍的

に伸長しているとのことです。 

現在、公認会計士法友会の校友会への終身会員登録者数は１２６名、校友会パートナー組織８１組織の中で１８番目ですが、

年度同期会、地域校友会、学校関係の校友会を除くと、法政財界人倶楽部、応援団OBOG会、法政剛柔会に続いて４番目と

なっています。また、橙法会、法政会計人会、法政大学法曹会、行政書士オレンジ会などととともに組織している法政大学士業

の会でも活動しております。 

さて、校友会は一般財団法人に移行して８年が経過しました。移行に当たって、また、移行後の運営に当たっては、多くの問題

があったと想像できますが、その問題解決に当たった校友会役員の方々のご尽力には言葉がありません。 

令和４年６月、佐々木郁夫会長、小林清宣副会長、石塚 護副会長が退任され、竹中宣雄副会長（前ミサワホーム㈱会長）が

校友会の会長となられ、新たな執行体制で校友会が運営されることとなりました。  

一般社団法人法政大学校友会の活動状況について 

飯塚 昇（昭和49年卒）  
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みなさん、こんにちは。 

 平成元年経営学部卒の河西正之です。事務局長を務めて

いますので、私の名前を見かけた方も多いと思います。 

 会報第31号で始まった「職場紹介シリーズ」第2弾は、私の

勤務するあずさ監査法人です。 

 昔は私よりも先輩の方が多く在籍していたのですが、気づ

けば、TOP3になっていました。年月の経つのは早いもので

す。多くの後輩が入社しているのですが、私の部署への配

属は1名だけとちょっと寂しい状況です（IT監査の部署です

ので致し方ない部分もありますが）。しかし、他部署では多く

の人が活躍をしていますので、全員を集めて、懇親会などを

企画したいと思いつつ、最近のコロナの影響などなど、あず

さ在籍・OBを集めての懇親会を開催できていません（過去

に1回しか行ったことはありません）。なんとか開催したいも

のです。 

 

 さて、あずさ監査法人は、大手町に東京事務所を構えてい

ます。本部は飯田橋にあります。私が入社したころは、飯田

橋でも今とは違って飯田橋駅前にあり、もっとこぢんまりとし

ていました。その後、監査法人の大規模化にともなって、駅

前から軽子坂に移り、そして、今の大手町に移ってきまし

た。飯田橋は、安価でおいしいお店が多く、また、ほとんど

の鉄道路線が通っていたため、交通の便もよかったので、

大手町への移転は乗り気ではありませんでした。しかし、慣

れというのは恐ろしいもので、東京駅から地下で直結してお

り、飯田橋に比べると通勤時間が20分ほど縮まる状況を受

けて、いまでは、大手町が便利、という感じになっています。

お昼がちょっと高いのは、まぁ、しょうがないですけどね。 

このままだと職場紹介にならないので、少し、職場を紹介し

ます。 

 

 あずさ監査法人は、会計監査を中心に行う部署、IT監査を

中心に行う部署、アドバイザリーを中心に行う部署に大きく

分かれています。法友会会員も多くは会計監査を中心に行

う部署に在籍していますが、アドバイザリーを中心に行う部

署にも在籍しています。そして、私はIT監査を中心に行う部

署に在籍しています。なお、私の在籍している部署は、公認

会計士ではないITのバックグラウンドのある中途採用者が

ほとんどなのですが、その中に、法政大学出身者が5名いま

す。このメンバーで士業の会に参加できる「士」はないもの

か、と勝手に悩んでいます。 

 

 ここからは、他部署で活躍されている2名の方に、寄稿して

いただきました。 

 

97年 法学部法律学科卒 越智一成 

 暑くなり、ビアガーデンでも行きたいなと思っていたところ

BA.5型の感染拡大によりがっかりしている今日この頃です。

このような社会環境ですので最近の明るい話題をと探しまし

たが見当たらず、2年前の子

供入学式の写真まで遡りまし

た。早いもので2年が経ち、

子供の成長に相反して、自

分の経年劣化を残念に思い

ます。さて、仕事の話といえ

ば、現在あずさ監査法人にて

監査DXに取組んでいます。

まだAI実装というところまで

は行きませんが、デジタル分

析を駆使して高度な監査を

短時間で実施する取組みに

奔走しています。このような

取組みが業界及び社会に貢

献する事を祈念しています。 

 

 

 

経営学部卒業の大谷はるみです。 

 監査法人での勤務も結構な年数になり、監査業務中心で

すが、公認会計士協会での委員会活動や外部委員会活動

など様々なことをやってきたなと振り返っているところです。 

監査法人で、ここまでやってこられたのは、1人では困難な

ことも、誰かが助けてくれたから乗り越えられたのだと思い

ます。 

 監査法人を決めるときは、大学の先輩がいない方がいい

かなと思っていました。 

 また、人の出身大学にあまり興味がなかったのですが、年

数を経てみると出身大学は生涯ついて回りますし、活躍さ

れている大学の先輩や後輩の話を聞くのはいいものだなと

思うようになりました。 

 法政大学出身のOB,OGの若い方が、あずさ監査法人内に

は多数いて、活躍されているはずです。 

 残念なことは、私自身が把握できていないのでご紹介する

ことができないことです。 

 次回は是非、あずさの若手の方の活躍状況をお知らせで

きるといいなと思っています。 

 

雑感（職場紹介シリーズ） 

あずさ監査法人チーム  
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令和３年度（2022年3月31日まで）に会費・寄付を頂いた方は以下の通りです。皆様、どうもありがとうございました。 

(50音順、敬称略) 

青谷 貴典 赤岩 茂 渥美 龍彦 飯塚 昇 五十嵐 正明 石川 亜依 石川 正敏 

石出 康子 伊藤 章子 太田 荘一 太田 眞晴 奥 朋 小野 隆良 尾町 雅文 

柿沼 幸二 加瀬 兼司 金子 祐大 河合 三彦 河西 正之 川端 稔 北村 敏雄 

木下 恵嗣 君和田 和子 草深 文理 黒田 學 桑原 正信 神田 忠二郎 小林 保弘 

酒井 宏暢 佐藤 康平 佐藤 志郎 島田 幸樹 杉本 喜代美 鈴木 和郎 鈴木 一功 

高木 淳 髙橋 和司 竹部 直一郎 竹村 謙一 舘内 宏宣 丹沢 祐介 堤 研一 

東海林 寛史 遠山 景一 豊島 忠夫 中村 幸信 中村 里佳 中山 理恵子 那須 玄 

西浦 正和 西澤 利雄 野村 浩子 春山 直輝 藤田 利弘 藤原 明 細越 善次郎 

本間 寛 前田 大輔 松岡 範博 森口 輝来 安井 洸治 矢田堀 浩明 矢野 冬也 

矢部 豊 山本 成男 吉川 清司 吉田 実貴人 和食 克雄 和食 克雄 

 

令和4年度（2022年7月13日まで）に会費・寄付を頂いた方は以下の通りです。皆様、どうもありがとうございました。 

(50音順、敬称略) 

太田 荘一 大野 厚夫 河西 正之 佐藤 廣昭 

会費等納入の御礼  

校友会終身会員新規登録者（所属変更を含む） 

令和3年7月以降に新たに校友会終身会員に登録（年度同期会からの所属変更を含む）していただいた方は、以下の通

りです。どうもありがとうございました。 

(50音順、敬称略) 

川端 稔 古賀 宗一郎 齋藤 雅人 佐藤 直 佐藤 祐己 舘内 宏宣 槇 和樹 

山﨑 健吾 

再び、河西です。 

普段、写真を撮る側のため、自分が写っている写真があまりなかったりします・・・・。

撮りためた写真データの中から、何かないかと遡っていくこと、2013年8月に、あずさ

のメンバー（残念ながら、法友会のメンバーではありませんが）と富士登山をした時

の写真が出てきました。富士吉田ルートから登った時の、どこかの写真です。 

あれから9年、再び登れるかは、微妙です。 

 

 

 

 

 

 

えこぴょんなら負けていません。埃除けにケースに入れていますが、結構そろってい

ます。 



公認会計士法友会事務局 

〒169-0074 

東京都新宿区北新宿4-19-15 

E-mail：hosei.hoyukai@gmail.com  

母校の発展と後進育成への貢献を

目指して活動しています。 

公認会計士法友会 編集後記 
 この号がお手元に届く時には、コロナの感染者数、重症者数がどうなっているので

しょうか。なかなか、対面で定期総会、祝賀会の開催に踏み切れない状況です。そ

ろそろ何とかならないものか、と思っています。 

 さて、前号で山田会員が法政グッズを取り扱っている一口坂ショップに触れていま

したが、私もJICPAの委員会の帰りに時々寄っています。法政クッキーと瓦せんべ

いをよく買っています。  

ホームページもご覧下さい。 

http://hoyukai.la.coocan.jp/ 

 

Books!  
書籍の出版情報を事務局までお寄せください。会報に掲載いたします。その際に、執筆者からの一言(書籍の宣伝でもOK)も併せてお願い

いたします。 

※書籍寄贈中止のお願い 

会計大学院（イノベーション・マネジメント研究科アカウンティング専攻)の廃止に伴い、書籍を開架しておく場所が無くなってしまいました。

新しい場所が見つかるまで、書籍の受入は中止させていただきたく、お願いいたします。この場合でも、出版情報は引き続き掲載したいと

思いますので、お寄せいただきますよう、お願いいたします。 

6月末現在の会員数 772名 

 法友会活動は会員の皆様からの会費及び寄付金で賄われておりますが、合格祝賀会などの行事開催費、通信費などの
運営諸経費、友好他大学会計士会団体への参加費等の支出、また最近では、法政大学の公認会計士試験現役受験生の
合格を支援する「奨学支援金」の原資として経常的な資金が必要であり、会員各位のご理解とご協力なくしては、持続的な
活動が出来ません。 
 最近、会費及び寄付金を納めていただける方が固定化し、また、減少傾向にあります。一方、会員の増加で定期総会や
合格祝賀会のご案内にかかる通信費の増大や「奨学支援金」の拡充等も必要となっております。会員の皆様の、ご理解と
ご協力を強くお願いする次第です。 
 今年度（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）会費の納入と寄付金のお願いをさせていただきたく、郵便振替口座振
込用紙を同封させていただきました。 
 毎年の年度会費及び年度寄付金に、いったいいくら納入すればよいのか分からないなどのご意見・質問が寄せられま
す。法友会活動は会員の皆様からの会費及び寄付金の納入で支えられていますが、皆様に大きな負担を感じさせるのは
本意ではありません。あくまでも会員の皆様のご厚意にお願いするものであります。 
 年度会費を納入されていない方につきましては、年度会費の5,000円だけでも結構ですし、年度寄付金・奨学支援金等の
寄付金として10,000円（一口）だけを納入していただいても結構です。 
 もし、ご賛同をいただけるのであれば、年度会費と寄付金を合わせて15,000円を納入していただければ、大変、助かりま
す。 
 振込先を記入した郵便振替口座用紙を同封させていただきましたが、銀行振込をされる場合は下記の口座にお願いいた
します。 

           銀行口座 三菱ＵＦＪ銀行 東中野支店(店番１５２) 
                   普通預金・口座番号 １５５９２５６ 口座名・公認会計士法友会 
   ＜連絡先＞ 〒169-0074 東京都新宿区北新宿４－１９－１５ 正和ハイツ 
                              公認会計士法友会事務局  
                                          080-8886-0375 / hosei.hoyukai@gmail.com 

令和4年度（令和4年4月1日～令和5年3月31日） 年度会費及び寄付金のご協力のお願い 

今後のイベント予定 
皆さん、ご予定ください。 
・公認会計士試験合格祝賀会 令和5年（2023年）1月28日（土） 
・オール法政新年を祝う会     令和5年（2023年）1月29日（日） 


